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1 月末日住民登録 9 

（前月比） 

D 9.662( +17) 
4.597( +5 ) 
5.065( +12) 

数 3.185( 1 ( ) 

、
（
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
）
 

ノ
 

、ー 

【元気いっぱいの赤池保育所あざみ組の園児】 ） 

卒園を前に保育所では 

赤池保育所（安武賢次園長、園児1 10 人）では、現在、 5歳児が卒園 

を前にして、それぞれ自分の体験や活動を通して感じた世界を、 I さつの 

絵本の中に表わし、世界に1つしかない自分の絵本づく りに取り組んでい 

ます。 

子どもたちは、自然の中でいろいろな物を見聞きし、創造の世界は無限 

に広がって行きます。 

この卒園記念の絵本づくりも、創造保育の一環として、子どもの創造力 

を養い、絵本を通して親子のふれ合いをはぐくむという目的で実施されて 

います。 
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第242 号 ⑨
 

第1期分は 
3 月19日まで 

78区画 

365万円から 

平均面積約80坪 

水洗処理施設完備 
. 

各種公共施設の隣接地 

町
で
は
三
月
一
日
か
ら
十
九
日
ま
で
赤
池
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
宅
 

地
分
譲
の
第
一
期
申
込
み
受
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。
分
譲
場
所
 

は
町
民
会
館
と
工
場
団
地
と
の
間
で
、
眺
望
も
最
適
で
す
。
 

将
来
、
町
の
中
心
地
と
し
て
発
展
が
予
想
さ
れ
る
地
区
で
、
水
 

洗
ト
イ
レ
施
設
を
備
え
た
近
代
的
な
分
譲
団
地
で
す
。
 

現
地
は
、
区
画
割
り
を
し
、
区
画
案
内
板
を
設
置
し
て
い
ま
す
 

の
で
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

⑥
申
込
み
資
格
／
町
内
外
を
問
わ
ず
、
 

白
分
の
住
宅
を
建
て
よ
う
と
す
る
人
 

⑥
必
要
書
類
／
①
申
込
書
（
購
輪
）
②
 

住
民
票
騰
本
③
源
泉
徴
収
票
ま
た
は
 

所
得
証
明
書
④
預
金
残
高
証
明
書
（
 

業
）
⑤
資
産
証
明
書
 

⑥
申
込
み
方
法
／
一
世
帯
一
区
画
を
原
 

3
教
室
の
増
改
築
 

議会だよ‘) 

, 

工
事
が
完
成
（
上
野
小
学
校
）
 

【児童数増にともない増築された 
上野小学校校舎】 

二
月
八
日
、
L
野
小
学
校
で
増
改
築
 

工
事
中
だ
っ
た
新
教
室
が
完
成
し
、
そ
 

の
落
成
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

L
野
小
学
校
は
、
現
在
二
百
四
ト
人
 

の
児
童
が
い
ま
す
が
、
年
ご
と
に
児
童
 

数
が
増
加
し
、
今
ま
で
は
職
 11 
室
や
特
 

別
教
室
を
普
通
教
室
と
し
て
使
用
し
て
 

い
ま
し
た
。
 

今
回
増
改
築
さ
れ
た
の
は
、
菩
通
教
 

（
奪
一
、
特
別
教
室
一
、
便
所
の
合
計
三
 

百
二
十
九
什
い
で
、
工
事
費
は
約
四
千
 

二
百
万
円
で
す
。
 

式
で
は
、
こ
の
校
舎
増
改
築
に
当
っ
 

各
種
証
明
手
数
料
（
纂
な
ど
）
 

が

助

円

か

ら

卿

円

に

 

第
2
回
ニ
月
臨
時
町
議
会
 

昭
和
五
十
八
年
第
二
回
二
月
臨
時
町
 

議
会
は
、
二
月
十
日
、
 
一
日
間
の
会
期
 

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

提
出
さ
れ
た
議
案
は
四
件
で
、
い
ず
 

れ
も
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
 

〇
町
有
財
産
の
取
得
に
つ
い
て
 

改

正

さ

れ

ま

し

た

 

現
在
売
り
出
し
中
の
赤
池
ニ
ュ
ー
タ
 

ウ
ン
の
用
地
を
、
赤
池
町
土
地
開
発
公
 

社
か
ら
購
入
す
る
に
あ
た
り
議
会
の
議
 

決
を
得
ま
し
た
0
 

〇
町
有
財
産
の
処
分
に
つ
い
て
 

赤
池
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
用
地
を
一
般
 

公
募
に
よ
り
個
人
分
譲
す
る
た
め
、
規
 

定
に
よ
り
議
会
の
議
決
を
得
ま
し
た
。
 

則
と
し
、
本
人
か
家
族
の
方
が
 

印
鑑
持
参
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。
 

⑥
宅
地
分
譲
の
条
件
／
三
年
以
内
 

に
住
宅
を
建
築
し
、
そ
の
間
は
 

第
三
者
に
転
売
等
は
で
き
ま
せ
 

ん
。
代
金
支
払
方
法
な
ど
詳
細
 

は
役
場
企
画
係
へ
廿
2
0
0
4
 

て
、
多
額
な
寄
付
を
さ
れ
た
L
野
大
浦
 

の
小
松
徹
氏
へ
の
感
謝
状
の
増
呈
や
、
 

児
童
に
よ
る
「
新
校
舎
お
い
わ
い
の
式
」
。
 

ま
た
P
T
A
主
催
の
祝
賀
会
な
ど
が
行
 

わ
れ
、
参
加
し
た
約
七
十
人
の
関
係
者
 

は
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
し
ま
し
た
。
 

【感謝状を受ける小松徹氏（左）】 

〇
赤
池
町
手
数
料
徴
収
条
例
の
「
部
を
 

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
 

近
隣
町
村
の
実
態
に
合
せ
て
、
戸
籍
 

税
務
等
の
各
種
証
明
手
数
料
が
、
現
行
 

の
百
円
か
ら
百
五
十
円
に
改
正
さ
れ
ま
 

し
た
。
 

な
お
、
金
田
、
方
城
町
な
ど
で
は
、
 

ほ
と
ん
ど
二
百
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

〇
昭
和
五
十
七
年
度
赤
池
町
一
般
会
計
 

補
正
予
算
 

十
一
支
所
集
会
所
建
設
工
事
の
用
地
 

が
神
社
地
名
儀
で
あ
っ
た
た
め
国
へ
払
 

い
下
げ
の
許
可
申
請
を
し
て
い
ま
し
た
 

が
、
国
の
許
可
が
遅
れ
た
た
め
年
度
内
 

A フ’ロック（35区画） 
17. 500円ノm'(57,851P］ノ坪） 

B フいロノク（43区画） 
17, 000円ノm' (56,198円／」平） 

町商工会青年部主催 

空力ン拾い 

みなさんのこ協力を 

お願いします。 

●日時 3 月6 日 
9時から 

●集合場所 
赤池町商工会館前 

たばこ消費税 

は暮らしのさ 

中に生かさ ‘ 

れています。 

完
成
の
見
込
み
が
な
く
、
繰
越
明
許
の
 

補
正
予
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
 

第
3

回
ニ
月
臨
時
町
議
会
 

第
三
回
の
一
月
臨
時
町
議
会
が
二
月
 

十
七
日
、
 

一
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
、
 

次
の
一
件
の
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
 

〇
赤
池
町
の
議
会
の
議
員
お
よ
び
長
の
 

選
挙
に
お
け
る
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
設
 

置
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
 

明
民
の
皆
さ
ん
に
候
補
者
全
員
の
ポ
 

ス
タ
ー
が
一
目
で
わ
か
る
よ
う
、
任
意
 

制
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
を
町
内
二
十
四
カ
 

所
に
設
置
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
 

（
三
月
の
 

ノ／一 

孫鴻県田lil郡‘‘，池川 

、×． 

、、、ノ 

（
こ
よ
み
と
行
事
〕
 

和
名
 
弥
生
（
や
よ
い
）
 

風
も
雨
も
目
ま
し
に
あ
た
た
か
く
、
 

草
木
が
弥
ま
し
に
生
い
茂
る
月
と
い
う
 

音」。 
1
日
（
火
）
 

3
日
（
木
）
 

6
目
（
目
）
 

7
日
（
月
）
 

8
日
（
火
）
 

15 14 18 17 
目
（
月
）
 

日
（
火
）
 

全
国
緑
化
運
動
 

ひ
な
祭
・
耳
の
日
 

啓
塾
 

消
防
記
念
日
 

心
配
ご
と
相
談
（
帥
伽
戸
り
 

国
際
婦
人
デ
ー
 

赤
池
中
学
校
卒
業
式
 

エ
ン
ゼ
ル
ク
イ
ズ
締
切
り
 

所
得
税
確
定
申
告
の
締
切
 

n
ノ 

日
（
木
）
 

心
配
ご
と
相
談
（
細
伽
「
h

) 

目
（
金
）
 

一
種
混
合
（
窄
曳
線
噛
一
）
 

24 23 21 
日 日 ［」 

木 水 月 

28 27 25 
日 日 「l 

月 ［］金 

E
野
小
・
市
場
小
卒
業
式
 

彼
岸
の
人
り
 

春
分
の
日
 

世
界
気
象
記
念
目
 

学
校
終
業
式
 

彼
岸
明
け
 

電
気
記
念
目
 

心
配
ご
と
相
談
（
細
伽
戸
ー
）
 

全
国
火
災
予
防
運
動
 

市
場
・
赤
池
両
保
育
所
卒
 

園
式
 

29
 

目
（
火
）
 

中
尾
保
育
所
卒
園
式
お
よ
 

び
生
活
発
表
会
 

30 

日
（
水
）
 

L
野
保
育
所
卒
園
式
お
よ
 

び
生
活
発
表
会
 

、 
健康手帳・まだ交付を 

受けてない人は至急手続きを 

ノ
 

二
月
か
ら
ス
タ
 

ー
ト
し
た
老
人
保
 

健
制
度
で
は
、
七
 

十
歳
以
上
（
寝
た
 

き
り
の
人
は
六
十
 

五
歳
以
L

）
の
す
 

べ
て
の
お
と
し
よ
 

り
は
、
町
が
交
付
 

す
る
「
健
康
手
帳
」
 

と
「
保
険
証
」
を
 

提
示
し
て
診
療
を
 

受
け
ま
す
。
 

こ
の
「
健
康
手
 

帳
」
は
、
老
人
保
 

険
に
よ
る
医
療
を
 

受
け
ら
れ
る
資
格
証
明
書
で
す
が
、
 

そ
れ
は
ま
た
、
健
康
診
査
記
録
な
 

ど
、
老
後
に
お
け
る
健
康
の
保
持
 

増
進
の
た
め
必
要
な
事
項
を
記
載
 

す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
四
十
歳
以
L

の
人
で
も
 

健
康
管
理
ト
必
要
と
認
め
ら
れ
る
 

人
は
、
手
帳
の
交
付
が
受
け
ら
れ
 

ま
す
。
 

ま
だ
受
け
取
ら
れ
て
な
い
人
は
、
 

至
急
、
役
場
福
祉
係
で
お
受
け
取
 

り
く
だ
さ
い
。
 



け
 

さ
さ
か
欠
け
る
一
面
を
持
っ
て
い
る
こ
 

し、 （ナ 

圏
 
教
 

圏
 

育
 

池
田
一
歩
 

残
念
な
が
ら
、
私
は
知
的
思
考
に
い
 

と
を
認
め
る
。
 

若
い
頃
は
こ
と
に
情
念
的
、
独
断
的
 

か
 

対
立
的
、
と
き
に
反
抗
的
、
或
は
生
理
 

的
感
情
に
絶
え
ず
揺
れ
動
い
て
い
た
。
 

あ
 

今
、
職
を
得
て
町
の
教
育
行
政
の
責
 

報
 

任
者
と
し
て
務
め
さ
せ
て
戴
い
て
い
る
。
 

そ
の
責
任
の
重
さ
と
心
の
緊
張
を
解
 

広
 

く
い
と
ま
と
て
な
い
o
 

事
あ
る
度
に
、
人
さ
ま
の
知
恵
を
借
 

り
な
が
ら
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
も
、
ど
 

う
に
か
務
め
て
い
る
現
状
で
あ
る
。
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そ
う
し
た
中
に
、
ふ
と
ー
つ
の
意
識
 

の
芽
ば
え
に
気
付
い
た
。
人
間
何
か
専
 

門
分
野
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
る
と
精
神
 

的
に
成
長
す
る
も
の
だ
と
、
同
時
に
新
 

し
い
芽
が
は
ぐ
く
ま
れ
て
く
る
こ
と
を
。
 

教
育
の
分
野
に
お
け
る
仕
事
は
、
や
 

ろ
う
と
思
え
ば
、
あ
と
か
ら
あ
と
か
ら
 

い
く
ら
で
も
出
て
く
る
も
の
で
あ
る
。
 

教
育
と
は
、
人
間
一
人
ひ
と
り
の
人
 

生
を
い
か
に
正
し
く
、
か
つ
納
得
し
て
 

生
き
て
い
く
か
と
い
う
手
引
き
で
あ
る
。
 

よ
く
人
生
の
目
的
を
経
済
活
動
に
目
標
 

を
定
め
る
者
が
い
る
が
、
完
全
な
間
違
 

い
で
あ
る
と
思
う
。
経
済
目
的
を
最
後
 

の
も
の
と
す
る
な
ら
ば
、
金
の
た
め
に
 

は
手
段
を
選
ば
ぬ
と
い
う
こ
と
に
な
り
 

兼
な
い
。
 

政
治
を
最
終
目
標
に
す
れ
ば
勝
つ
た
 

め
に
ど
ん
な
不
浄
な
金
で
も
使
い
兼
ね
 

な
い
。
 

人
は
、
 

一
人
前
に
喰
っ
て
行
け
る
よ
 

う
に
な
れ
ば
、
そ
の
余
力
は
社
会
活
動
 

に
尽
す
べ
き
で
、
こ
の
分
野
こ
そ
人
生
 

の
最
終
目
標
と
す
る
こ
と
に
意
義
を
見
 

出
し
て
こ
そ
す
ぐ
れ
た
人
柄
と
い
え
る
。
 

、

‘

l
・
●
・
，
、
，
‘
'
i
l
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'
l
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、
‘
・
・
‘
'
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‘
・
，
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‘
・
‘
、
‘
・
‘
'
A
 

’龍 
め
で
と
う
 

剣
 

道
 

初
 

段
 

合
 、

熱
×
 

‘ 

格
・
 

長谷川敬ニ君 

（本町三） 

57 
年
度
の
保
険
料
 

は
4

月
ま
で
に
 

昭
和
五
十
七
年
四
月
か
ら
昭
和
五
十
 

八
年
三
月
分
ま
で
の
保
険
料
の
納
付
期
 

限
は
四
月
末
日
ま
で
で
す
。
 

四
月
末
日
ま
で
に
納
め
な
い
と
、
町
 

で
発
行
し
た
納
付
書
で
は
納
め
る
こ
と
 

が
で
き
な
く
な
り
、
国
の
納
付
書
で
銀
 

行
や
郵
便
局
に
出
向
い
て
納
め
る
こ
と
 

ナ
 

に
な
り
ま
す
。
 

、 か
 

ま
だ
納
め
て
な
い
人
は
、
納
め
忘
れ
 

が
な
い
よ
う
早
目
に
役
場
で
納
め
て
く
 

だ
さ
い
。
 

あ
 

ハ
も
し
納
め
忘
れ
る
と
）
 

報
 

広
 

(5) 第242 号 T2； 報 あ か し 

エンゼルクイズ 

【第82回出題】 

エンゼルは天使のつかいです 

あなたに幸ありますよう 

【問 題】 

1 、ゴルフボールの凸凹は何のためにつけて 

ある？ 

⑧ただのかざり ⑧まさつ力を増すため 

⑥飛距離をのばすため 

2 、包丁のサビを止めるには、使用後、何に 

つけた方がいい？ 

④熱 湯 ⑧氷 水 ⑥塩 りく 

3 、童話「桃太郎」で一番最初に家来になっ 

たのは？ 

④犬 ⑧サル ⑥キジ 

4 、時計の短針は1時間に何度進む9 

⑧ 10度 ⑧15度 ⑥30度 

5 、電話で電報を打つ時、ダイヤルはつ 

④ 105 @107 ⑥ 115 

【応募の要領】 

正解のABCいずれかの記号を官製ハガキ 

に記入のうえ、 3 月15日までに赤池町役場総 

務課文書広報ェンゼルクイズ係までお送りド 

さい。なお住所、氏名を明記してドさい。 

抽せんで正解者3 名様に記念品を贈ります。 

レ例 問題lA 問題2B 問題3C 

【第81回の解答】 

1⑥ 2④ 3⑥ 4 ⑧ 5⑧ 

【正解者】 

前回の応募総数25通のうち正解は21通でし 

た。厳正な抽せんの結果、次の3 名の方に記 

念品を贈ります。 

ト太田 夢F （山崎） 

ト小松 君雄 （上野） 

ト丸山 鈴子 （本町） 

保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
き
 

ま
す
と
、
金
額
が
多
く
な
り
納
め
に
く
 

く
な
り
ま
す
し
、
万
一
、
病
気
や
ケ
ガ
 

長
谷
川
敬
ニ
君
（
赤
池
中
ニ
年
）
 

二
月
六
日
、
飯
塚
市
嘉
穂
高
校
体
育
 

館
で
筑
豊
地
区
剣
道
昇
段
審
査
が
行
わ
 

れ
ま
し
た
。
当
町
か
ら
は
長
谷
川
敬
一
一
 

君
（
本
町
三
）
が
見
事
初
段
に
合
格
、
 

今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
 

で
障
害
者
に
な
っ
た
と
き
の
障
害
年
金
 

や
、
ご
主
人
を
亡
し
て
母
子
家
庭
に
な
 

っ
た
と
き
の
母
子
年
金
な
ど
が
受
け
ら
 

れ
な
い
こ
と
が
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
 

老
齢
年
金
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
納
 

付
期
間
が
不
足
し
、
将
来
老
齢
年
金
が
 

受
け
ら
れ
な
い
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
 

せ
ん
。
 

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
に
保
 

険
料
は
決
め
ら
れ
た
納
付
期
限
ま
で
に
 

必
ず
納
め
ま
し
よ
う
。
 

～国民年金の保険料～ 

"
 
"
 

ク
 

"
 

4 月から月額 5 ,830 円に 

国
民
年
金
は
加
人
 

者
の
皆
さ
ん
が
納
め
 

ら
れ
た
保
険
料
と
そ
 

の
運
用
収
益
お
よ
び
 

国
庫
負
担
金
を
原
資
 

と
し
て
支
払
わ
れ
ま
 

す。 平
均
寿
命
の
延
び
 

や
年
金
額
の
物
価
ス
 

ラ
イ
ド
に
よ
る
引
き
 

E
げ
な
ど
に
よ
り
、
 

一
 

教
育
も
そ
こ
に
目
的
を
し
ぽ
り
め
ざ
 

す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
 

悔
の
な
い
人
生
と
は
限
ら
れ
た
時
間
 

を
ど
う
活
用
す
る
か
で
、
そ
の
時
間
の
 

使
い
方
に
依
っ
て
即
ち
、
人
生
を
無
駄
 

に
す
る
か
、
幸
せ
に
過
ご
せ
る
か
の
別
 

れ
道
で
も
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
 

植
物
は
絶
え
ず
水
を
施
し
、
或
は
肥
 

料
を
施
さ
ね
ば
成
長
も
せ
ず
、
か
ま
わ
 

ね
ば
果
て
は
枯
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
 

る
。
人
間
の
場
合
、
教
育
と
い
う
肥
を
 

施
さ
ね
ば
、
そ
の
価
値
が
段
々
値
下
り
 

を
し
て
く
る
。
か
え
っ
て
社
会
の
大
き
 

な
荷
物
に
な
り
兼
ね
な
い
。
 

人
間
は
植
物
と
違
っ
て
、
み
ず
か
ら
 

を
教
育
し
、
か
つ
共
存
協
調
を
強
く
求
 

め
ら
れ
、
か
つ
実
行
を
強
い
ら
れ
て
い
 

る
。
人
間
、
生
き
て
ゆ
く
に
は
ま
ず
稼
 

が
ね
ば
な
ら
ぬ
。
即
ち
働
か
ね
ば
な
ら
 

ぬ
わ
け
で
あ
る
。
稼
ぐ
と
は
、
ル
ー
ル
 

に
従
っ
た
一
種
の
戦
い
を
意
味
す
る
。
 

い
い
暮
し
を
し
た
け
れ
ば
よ
り
多
く
 

収
入
の
あ
る
べ
く
努
力
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
 

意
欲
を
大
い
に
か
き
た
て
ね
ば
な
ら
ぬ
。
 

収
入
の
方
法
と
し
て
、
商
売
の
場
合
 

売
る
べ
き
品
物
を
買
い
手
の
意
欲
を
そ
 

そ
る
も
の
を
店
頭
に
揃
え
な
け
れ
ば
な
 

ら
な
い
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
し
て
生
き
 

て
ゆ
こ
う
と
す
れ
ば
、
自
ら
の
商
品
価
 

値
を
常
に
高
く
あ
ら
し
め
て
お
か
ね
ば
 

な
ら
ず
、
こ
の
こ
と
と
教
育
と
は
大
き
 

く
か
か
わ
っ
て
く
る
も
の
で
あ
る
。
 

技
術
も
な
く
能
力
も
な
く
多
く
を
望
 

め
ば
む
し
ろ
社
会
に
迷
惑
を
か
け
社
会
 

の
荷
物
と
な
る
。
社
会
に
必
要
と
さ
れ
 

保
険
料
も
四
月
か
ら
五
千
八
百
三
十
円
 

に
改
定
さ
れ
ま
す
。
あ
な
た
の
年
金
を
 

よ
り
良
い
も
の
に
す
る
た
め
に
、
ご
理
 

解
と
保
険
料
納
付
に
ご
協
力
を
お
願
い
 

し
ま
す
。
 

税
よ
り
ち
ょ
っ
と
お
耳
を
 

軽
自
動
車
税
 

に
つ
い
て
 

昭
和
五
十
八
年
度
の
転
白
動
車
税
（
 

バ
イ
ク
等
）
は
五
月
に
課
税
し
ま
す
が
、
 

現
在
、
使
用
し
て
い
な
く
、
廃
車
の
手
 

続
き
を
ま
だ
さ
れ
て
い
な
い
方
は
早
急
 

に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

使
用
し
て
い
な
く
て
も
、
廃
車
手
続
 

を
し
な
い
と
課
税
さ
れ
ま
す
。
 

納
税
通
知
書
が
来
て
、
あ
わ
て
て
手
 

続
き
を
さ
れ
る
方
が
い
ま
す
が
、
税
金
 

は
納
め
て
い
た
だ
く
事
に
な
り
ま
す
。
 

手
続
き
は
印
鑑
持
参
の
う
え
、
役
場
 

る
人
間
を
作
る
の
が
即
ち
教
育
で
あ
る
。
 

×
 

今
日
程
、
生
活
様
式
が
錯
綜
し
た
時
 

代
は
な
い
。
そ
れ
だ
け
に
生
涯
教
育
が
 

叫
け
ば
れ
て
い
る
ゆ
え
ん
で
も
あ
る
。
 

マ
平
凡
を
お
ろ
そ
か
に
せ
ず
蕗
の
墓
 

一
歩
 

つ
 
れ
 
づ
 
れ
 
に
 
⑩
 

老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
 

松
本
 

た
か
し
 

〇
硝
子
拭
く
荘
の
掃
除
や
十
二
月
 

〇
久
し
友
積
も
る
話
の
置
矩
健
 

〇
近
火
ら
し
寒
夜
の
サ
イ
レ
ン
冴
へ
ひ
 

び
く
 

〇
賀
状
書
く
忌
中
の
通
知
筆
を
止
む
 

〇
齢
古
れ
ば
馴
染
め
ぬ
歌
よ
忘
年
会
 

〇
ず
っ
し
り
と
供
米
の
積
ま
れ
新
鷺
忌
 

〇
報
思
講
乱
れ
し
下
足
そ
ろ
へ
あ
り
 

〇
敬
老
金
今
年
も
う
れ
し
年
の
暮
 

〇
老
い
ど
ち
に
早
や
贈
り
も
の
ク
リ
ス
 

マ
ス
 

ひ

ざ

 

〇
載
き
し
毛
糸
の
膝
当
年
惜
し
む
 

つ
 
れ
 
づ
 
れ
 
に
 
⑩
 

〇
遠
近
の
除
夜
の
鐘
色
有
り
難
し
 

〇
酒
と
餅
食
の
老
い
た
り
今
朝
の
春
 

・
え
に
L
 

〇
賀
状
来
る
遠
き
縁
の
と
ほ
と
け
れ
 

・
？
た
い
ぞ
め
 

〇
謡
初
老
い
と
に
か
く
も
嬉
し
か
り
 

〇
友
も
来
ず
ラ
ジ
ォ
相
手
に
三
ケ
日
 

〇
翁
逝
く
衰
へ
ま
し
て
松
の
内
 

か

ゆ

 

〇
な
ず
な
粥
行
事
忘
れ
ぬ
思
ひ
か
な
 

〇
寒
灯
や
軌
む
足
音
長
廊
下
 

〇
毛
帽
子
の
放
せ
ぬ
齢
や
喜
寿
近
し
 

税
務
徴
収
課
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

固
定
資
産
課
税
台
帳
 

の
従
覧
に
つ
い
て
 

皆
さ
ん
が
所
有
し
て
い
る
L
地
や
家
 

屋
に
は
、
固
定
資
産
税
が
課
せ
ら
れ
て
 

い
ま
す
。
 

地
方
税
法
で
は
、
こ
れ
ら
の
価
格
を
 

関
係
者
が
縦
覧
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
 

お
り
、
白
分
が
所
有
し
て
い
る
L
地
や
 

家
屋
の
課
税
台
帳
を
閲
覧
し
、
間
違
い
 

な
ど
が
あ
っ
た
場
合
に
は
申
し
出
る
こ
 

と
が
で
き
ま
す
。
 

〇
縦
覧
期
問
 

三
月
一
日
か
ら
三
月
一
 

0 
十
二
日
ま
で
 

縦
覧
場
所
 
役
場
税
務
徴
収
課
 

！」J 
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麟麟鰯鷺鷺麟鷺麟難欝
【休 館 日】 

7日、14日、21日 

28日 

【福祉バス運行日】 

休館日を除く毎日 

【仏教法話会】 

3月15日因 

午前11時から 

【演 芸 日】 

3日、 6日、10日、13日 

17日、20日、24日、27日 

31日 

【心配ごと相談日】 

7日、17日、27日 

午前10時～午後3時 

 ーノ 

郵

便

局

だ

 よ
 
り
 

郵便関係窓口 
取扱い時間の変．更 二

月
十
四
日
か
ら
郵
便
関
係
の
 

窓
口
取
り
扱
い
時
間
が
次
の
よ
う
 

に
変
わ
り
ま
し
た
。
 

▽
平
日
／
九
時
か
ら
十
七
時
ま
で
 

▽
土
曜
日
／
九
時
か
ら
十
二
時
半
 

ま
で
 

▽
日
曜
日
お
よ
び
休
日
／
取
り
扱
 

い
ま
せ
ん
。
 

た
だ
し
、
不
在
留
置
郵
便
物
等
 

の
交
付
お
よ
び
速
達
郵
便
物
の
引
 

き
受
け
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
 

り
時
間
を
延
長
し
て
取
り
扱
い
ま
 

す。 
▽
平
日
／
八
時
か
ら
十
八
時
ま
で
 

▽
土
曜
日
／
八
時
か
ら
十
七
時
ま
 

で
 

▽
日
曜
日
お
よ
び
休
日
／
九
時
か
 

ら
十
二
時
半
ま
で
 

※
お
年
玉
つ
き
年
賀
は
が
き
の
賞
 

品
引
き
換
え
は
、
七
月
十
九
日
 

ま
で
で
す
。
ま
だ
お
済
み
で
な
 

い
方
は
、
お
早
め
に
ど
う
ぞ
。
 

一
 
一
 

一 
一
 

一
 
一
 

一
 
一
 

一
 
一
 

一
 
一
 

一
 
一
 

一
 
一 

一
 
一
 

一
 
一
 

一
 
一 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

社
会
福
祉
協
議
会
 

【
寄
附
】
 

桑
野
組
 

百
万
円
 

翻
災
打
）
千
円
 

長
谷
川
チ
ョ
 

洗
面
 23 

十
個
 

【
香
典
返
し
】
 

金 金 金 金 金 金 金 金 金 

封 封封 封封 封 封 封 封 

鶴 」ヒ 
留 原 

長
谷
川
春
r
 

（
市
場
）
 

野
村
 
久
子
 

（
中
谷
）
 

切
花
 

ミ
ト
ル
（
市
場
）
 

清
原
 
春
政
 

（
南
町
）
 

ツ
ル
 

新
 

(L
寿） 

（
車
道
）
 

長
谷
川
義
雄
 

（
中
谷
）
 

山
村
 

ミ
サ
子
（
原
田
）
 

垣
田
 

和
子
 

（L

の
原
）
 

二
月
ト
六
日
現
在
 
敬
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あ
 

」
に
区
 広

 

労
働
問
題
移
動
 

相
談
所
の
開
設
 

福
岡
県
筑
豊
労
働
福
相
事
務
所
の
無
 

料
労
働
相
談
が
、
次
の
と
お
り
開
か
れ
 

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

▽
日
時
 

3
月
 23 

日
 

午
後
3
時
ま
で
 

午
前
 10 

時
か
ら
 

▽
場
所
 

香
春
町
中
央
公
民
館
 

▽
相
談
内
容
 
労
働
条
件
、
安
全
衛
生
 

労
働
災
害
、
雇
用
、
生
活
資
金
貸
付
 

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
、
労
務
 

診
断
、
労
働
講
座
、
労
使
関
係
等
の
 

労
働
問
題
全
般
 

定
時
制
（
夜
間
）
 

の
生
徒
募
集
 

あ
な
た
も
定
時
制
高
校
で
学
び
ま
せ
 

ん
か
。
三
校
で
は
次
の
と
お
り
生
徒
を
 

募
集
し
て
い
ま
す
。
 

⑥
鞍
手
高
校
定
時
制
 

▽
出
願
期
間
 

日
ま
で
 

3
月
 19 

日
か
ら
3

月
 26 

▽
試
験
 

3
月
 27 

日
囲
 

9
時
か
ら
 

▽
問
合
先
か
0
9
4
9
2
②
0
4
0
0
 

⑥
田
川
東
高
校
・
西
田
川
高
校
定
時
制
 

▽
出
願
期
間
 

3
月
 18 

日
か
ら
3

月
 26
 

オ
ア
シ
ス
運
動
を
推
進
し
よ
う
 

オ
は
オ
ハ
ョ
ウ
ゴ
ザ
イ
マ
ス
 

ア
は
ア
リ
ガ
ト
ウ
ゴ
ザ
イ
マ
ス
 

シ
は
シ
ツ
レ
イ
シ
マ
シ
タ
 

ス
は
ス
ミ
マ
セ
ン
『
T
ン
タ
 

日
ま
で
 

▽
試
験
 

3
月
 27
 

日
卿
 

9
時
半
か
ら
 

▽
問
合
先
 

田
川
東
高
校
云
0
9
4
7
 

4
④
3
0
1
5
 
西
田
川
高
校
容
0
 

9
4
7
4

④

0

3

1

3

 

※
三
校
と
も
試
験
科
目
は
、
国
語
、
社
 

会
、
数
学
、
理
科
、
英
語
の
五
教
科
 

で
二
年
生
以
L

の
編
入
試
験
も
同
じ
 

日
時
に
実
施
し
ま
す
。
 

電
電
債
の
元
金
、
利
子
 

は
受
け
取
り
ま
し
た
か
 

お
手
元
の
加
入
者
電
電
債
は
満
期
に
 

な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
抽
せ
ん
に
よ
り
 

償
還
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
 
お
調
べ
 

く
だ
さ
い
。
 

詳
し
く
は
券
面
記
載
の
銀
行
、
証
券
 

会
社
ま
た
は
電
話
局
へ
お
問
い
合
せ
く
 

だ
さ
い
。
 

金
田
電
報
電
話
局
 

雪
0
9
4
7
4
②
0
0
0
0
 

農
業
用
軽
油
の
 

課
税
免
除
申
請
 

を
受
け
付
け
ま
す
 

農
業
を
営
む
人
が
、
農
業
用
に
使
用
 

す
る
動
力
耕
う
ん
機
等
の
動
力
源
に
用
 

い
る
軽
油
に
つ
い
て
は
、
本
人
の
申
請
 

に
よ
り
軽
油
引
取
税
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
 

▽
と
き
 

3
月
 16 

日
困
 

午
前
 10 

時
か
 

ら
午
後
3
時
ま
で
 

▽
と
こ
ろ
 

田
川
農
協
赤
池
支
所
 

▽
該
当
者
 
農
業
を
営
む
人
（
兼
業
農
 

家
を
含
む
。
機
械
を
共
同
で
使
用
し
 

て
い
る
場
合
は
、
共
同
で
申
請
で
き
 

ま
す
。
）
 

▽
中
請
に
必
要
な
書
類
 

①
耕
作
証
明
書
（
当
日
、
農
業
委
員
会
 

職
員
が
現
地
で
受
付
、
発
行
し
ま
す
。
）
 

②
機
械
の
所
有
を
証
す
る
書
類
（
売
渡
 

し
を
証
明
す
る
も
の
、
ま
た
は
貸
借
 

契
約
書
等
機
械
の
名
称
、
馬
力
数
が
 

必
要
）
 

③
ェ
ン
ジ
ン
番
号
の
複
写
（
薄
紙
等
で
 

上
か
ら
複
写
す
れ
ば
可
）
 

④
年
間
見
込
数
量
等
の
算
出
基
礎
（
耕
 

う
ん
回
数
等
、
機
械
の
稼
動
基
礎
）
 

⑤
印
か
ん
 

⑥
昨
年
申
請
さ
れ
た
方
は
、
印
か
ん
と
 

耕
作
証
明
書
、
免
税
軽
油
使
用
者
証
、
 

前
年
分
の
消
費
実
績
の
明
細
お
よ
び
 

返
納
免
税
証
。
 

※
三
月
十
六
日
に
申
請
手
続
き
の
で
き
 

な
い
人
は
、
田
川
財
務
事
務
所
（
総
合
 

庁
舎
階
）
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
 

県
立
修
猷
館
高
校
 

通
信
制
生
徒
募
集
 

県
立
修
猷
館
高
校
で
は
、
通
信
制
過
 

程
の
入
学
生
徒
を
次
の
と
お
り
募
集
し
 

ま
す
。
通
信
制
は
全
日
制
、
定
時
制
と
 

並
ぶ
高
校
教
育
課
程
の
ー
つ
で
、
毎
日
 

通
学
で
き
な
い
人
を
対
象
に
、
四
年
間
 

以
L

で
レ
ポ
ー
ト
提
出
を
主
に
必
要
単
 

位
を
修
得
し
て
高
卒
の
資
格
が
得
ら
れ
 

る
制
度
で
す
。
 

▽
入
学
資
格
 
中
学
校
（
新
聞
）
を
卒
 

業
し
た
人
、
ま
た
は
、
こ
れ
と
同
等
 

以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
 

人。 

▽
願
書
受
付
 

日
ま
で
 

3
月
 26 

日
か
ら
4

月
7
 

※
入
学
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
修
猷
館
 

高
校
教
務
課
へ
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。
 

か
0
9
2
1
8
4
1
1
3
8
2
2
 

国
民
年
金
保
養
セ
ン
タ
ー
 

『
大
宰
府
』
で
 

い
こ
い
の
ひ
と
と
き
を
刀
】
 

国
民
年
金
保
養
セ
ン
タ
ー
は
、
国
民
 

年
金
の
加
入
者
と
受
給
者
お
よ
び
そ
の
 

家
族
の
福
祉
増
進
の
た
め
の
施
設
と
し
 

て
建
て
ら
れ
た
も
の
で
す
が
、
 
一
般
の
 

方
が
た
に
も
お
気
軽
に
利
用
し
て
い
た
 

だ
け
ま
す
。
 

こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、
九
州
に
は
七
カ
 

所
あ
り
、
安
い
料
金
と
清
潔
で
安
心
で
 

き
る
施
設
と
し
て
広
く
利
用
さ
れ
て
い
 

ま
す
。
 

福
岡
県
で
は
、
県
民
の
森
が
あ
る
大
 

宰
府
市
四
天
王
寺
山
の
ふ
も
と
に
昨
年
 

七
月
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
 

家
族
づ
れ
や
グ
ル
ー
プ
旅
行
、
 

な
ど
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

▽
中
し
込
み
、
問
い
合
せ
先
 

升
”
女
多
 

一
 

・
 

・

・

 

大
宰
府
市
大
字
大
宰
府
一
七
七
五
 

国
民
年
金
保
養
セ
ン
タ
ー
大
宰
府
 

合
0
9
2
1
9
2
5
1
5
8
0
1
 

I 

× 
空力ンは 

家までご一緒に 

× 

一一 

コ
ミ
な
ど
の
不
法
投
棄
 

」

 

に
は
罰
金
刑
も
“
 

み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
自
覚
 

で
ク
リ
ー
ン
な
町
づ
く
り
を
・
・
・
 

最
近
、
各
地
で
ゴ
ミ
な
ど
の
不
 

法
投
棄
が
見
う
け
ら
れ
ま
す
。
 

ま
た
、
行
楽
シ
ー
ズ
ン
に
な
る
 

と
、
行
楽
地
な
ど
で
は
“
ゴ
ミ
や
 

空
カ
ン
（
の
投
げ
す
て
が
見
ら
れ
 

ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
“
ゴ
ミ
（
が
自
然
 

環
境
を
阻
害
す
る
だ
け
で
な
く
、
 

悪
臭
や
二
次
汚
染
の
原
因
と
な
り
、
 

問
題
を
引
き
起
す
こ
と
と
な
り
ま
 

す
 。

 

ノ
 

町
内
一
円
の
清
潔
の
保
持
と
環
 

境
美
化
の
た
め
、
い
っ
そ
う
の
ご
 

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
 

粗
大
ゴ
ミ
（
冷
蔵
庫
、
テ
レ
ビ
、
 

ミ
シ
ン
、
タ
ン
ス
、
机
な
ど
）
の
 

処
理
に
因
っ
て
い
る
方
は
、
ゴ
ミ
 

回
収
業
者
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
 


